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◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。

◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させ
　て頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は
　対象となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

ＺＯＯＭＥＲ　バーハンドルフルキット　取扱説明書

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎当製品はあくまでカスタムの素材としてご使用下さい。
◎補修部品に付きましては商品番号にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。

◎当キットはＤＮスピードメーターと、ステアリングハンドルパイプのミドルアップハンドル（クロームメッキ）を含んだキットです。当製品のみ
　で、バーハンドル化が可能となっております。
●ハンドルパイプに関しましては付属のハンドルパイプ以外に下記のハンドルが取り付け可能となっております。
　・ステアリングハンドルパイプ　ミドルアップタイプ
　　（ブルーアルマイト　０６－０１－２５３）
　　（シルバーアルマイト　０６－０１－２５５）

※付属品、推奨品以外のハンドルの使用は自己責任で行って下さい（取り付け出来ない場合があります）。

バーハンドルキットについて

商品番号
適応車種

フレーム番号

：０６－０２－０２０４

：ＺＯＯＭＥＲ／ＺＯＯＭＥＲ（ＦＩ）

：ＡＦ５８―１０００００１～

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

 ・スピードメーター変換後は運転者に注意を促す速度警告灯の機能が無くなりますので、ご注意下さい。一般公道では、法定速度を守り遵法

　 運転を心掛けて下さい。（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・技術・知識等が無い方は、作業を行わないで下さい。（部品破損等の原因により、転倒・事故につながる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
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番号 部　品　名 数量 リペア品番 入数
１ ハンドルポスト１ １ ５３１１１―ＧＢＬ―Ｔ００ １
２ ハンドルポスト２ １ ５３１１２―ＧＢＬ―Ｔ００Ｂ―Ｃ １
３ ハンドルアッパーホルダー ２ ５４４１１―１６５―Ｔ００ １
４ ハンドルロワーホルダー ２ ５４４１２―１６５―Ｔ００ １
５ カラー ２ ３５１０７―１６５―Ｔ００ １
６ ソケットキャップスクリュー　６Ｘ５０ ２ ００―００―００４４ ３
７ ソケットキャップスクリュー　６Ｘ６０ ２ ００―００―００４５ ３
８ スピードメーターステー １ ３７２０１―ＧＢＬ―Ｔ００ １
９ ボタンヘッドキャップスクリュー　６Ｘ２０ １ ００―００―００８４ ５

１０ ボタンヘッドキャップスクリュー　８Ｘ２５ ２ ００―００―０１４７ ５
１１ ソケットキャップスクリュー　１０Ｘ３５ １ ００―００―０２３２ １
１２ メーターＡＳＳＹ． １ ０９―０１―００３２ １SET
１３ クッションラバー ２ ４
１４ メーターマウントカラ－ ２ ４
１５ プレーンワッシャ（黒） ４ ００―００―０２２７ １０
１６ ６角フランジナット　５ｍｍ ２ ００―００―０２２６ １０
１７ サブコード １ ３７２１２―ＧＥＺ―Ｔ００ １
１８ 電源用コード １ ３７２１２―ＧＥＺ―Ｔ００ １
１９ エレクトロタップ ３ ００―０５―００１５ ５
２０ タイラップ１００ｍｍ ３ ００―００―０２２８ １０
２１ ミドルアップハンドル（クロムメッキ） １ ０６―０１―２２０ １
２２ プレーンワッシャ　６ｍｍ ２ ００―００―００８６ １０
２３ ６角棒レンチ　４ｍｍ １
２４ ６角棒レンチ　５ｍｍ １
２５ ６角棒レンチ　８ｍｍ １

００―０５―００１９

～商　品　内　容～

１

１０

２

３ ４

５

６７

８

９
１１

１２

１３ １４

１５

１６

１７

１９

１８

２０

２１

２２

２３２４
２５

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。
　あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。
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～取　り　付　け　要　領～
１．キット内容を確認します。
２．作業に適した工具を用意します。
３．センタースタンドを使用して車体を確実に支えます。
４．ホンダ純正サービスマニュアルを参照して以下の部品を取り外します。

　　･Ｒ．ハンドルスイッチ
　　･スロットルグリップ
　　･Ｌ．ハンドルスイッチ
　　･Ｌ．ハンドルグリップ
　　･ハンドル
　　･スピードメーターケーブル
　　･スピードメーター
　※取り外しの際、ワイヤー類はハンドルのケーブルガイドから取り外し

　　て下さい。
　※スピードメーターの電極カプラ、コードの取り外しはスピードメー　
　　ター取り付けの際に取り外して下さい。
５．キット内容のハンドルポスト２の向きに注意して取り付けます。
　　突起がある方をステムシャフトの溝がある位置に取り付けで下さい。

７．ハンドルポスト２を取り付けたら、下の写真を参考にボタンヘッド　

　　キャップスクリュー６Ｘ２０を取り付けます。
　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　Ｔ＝２２Ｎ･ ｍ（２．２ｋｇｆ･ ｍ）

６．ハンドルホスト２をステムシャフトに取り付けたらソケットキャップ
　　スクリュー１０Ｘ３５を取り付け、指定トルクで締め付けます。
　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　Ｔ＝３５Ｎ･ ｍ（３．５ｋｇｆ･ ｍ）

ソケットキャップスクリュー１０×３５
Ｔ＝３５Ｎ・ｍ（３．５ｋｇｆ・ｍ）

ボタンヘッドキャップスクリュー
Ｔ＝２２Ｎ･ｍ（２．２ｋｇｆ･ｍ）

１１．取り付け要領４．で取り外したＬ．ハンドルスイッチ、スロットルグ
　　　リップ、Ｒ．ハンドルスイッチ、Ｌ．ハンドルグリップ等を取り付け
　　　ます。

８．ハンドルポスト１を、ボタンヘッドスクリュー８Ｘ２５を使用して取
　　り付け、指定トルクで締め付けます。
　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　Ｔ＝２２Ｎ･ ｍ（２．２ｋｇｆ･ ｍ）

９．付属のハンドルパイプを仮付けして、ハンドルの取り付け角度、Ｒ．ハ
　　ンドルスイッチ、Ｌ．ハンドルスイッチの取り付け位置を決定します。

　※Ｌ．ハンドルスイッチ、Ｒ．ハンドルスイッチのクランプ部には位置決
　　め用の突起が有ります。取り付ける際には、その突起を削り取るかハ
　　ンドルパイプ部に穴を開けて下さい。
　※Ｌ．ハンドルスイッチ、Ｒ．ハンドルスイッチの取り付け位置の決定は
　　慎重に行って下さい。
１０．ステアリングハンドルパイプの取り付け角度を決め取り付けます。
　　　この時、ハンドルアッパーホルダーフロント側のザグリ部にキット
　　　内のカラーを入れ、スピードメーターステーを同時に取り付けます。

　　　（図参照）
　　　取り付け出来たらソケットキャップスクリューを指定トルクで締め
　　　付けます。
　　　注意：規定トルクを必ず守って下さい。
　　　　　　Ｔ＝１２Ｎ･ ｍ（１．２ｋｇｆ･ ｍ）
　　※ハンドルホルダーは前後の隙間が同じになる様に締め付けて下さい。

ボタンヘッドスクリュー８Ｘ２５
Ｔ＝２２Ｎ･ ｍ（２．２ｋｇｆ･ ｍ）

ソケットキャップ
スクリュー６×５０

Ｔ＝１２Ｎ・ｍ
（１．２ｋｇｆ・ｍ）

プレーンワッシャ
　　　　　６ｍｍ

ソケットキャップスクリュー６×６０
Ｔ＝１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

スピードメーターステー

フロント側

カラー
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車両側 メーター側
（＋） 黒 赤
（―） 緑 黒

サブコード 電源用コード
（＋） 茶 黒
（―） 緑 緑

７．エンジンを始動し、メーターの照明が点灯するか確認して下さい。
　※始動は風通しの良い場所で行って下さい。正常に作動しない場合は接
　　続不良等が考えられますので、再度確認して下さい。
８．外装品を取り外した手順の逆手順で取り付けて下さい。なお、マッド
　　ガードは下記手順にて取り付けて下さい。（図Ａ、Ｂ参照）
　Ａ．ケーブル２本を車体後方へずらしながら、マッドガードの両端の爪
　　　部をフロアパネルの溝にはめ込み、中央部をフレームのボスの下に
　　　セットして下さい。
　Ｂ．マッドガードの両端爪部の凸部分が、フロアパネルの溝部にきちん
　　　とはまり込む様に取り付けて下さい。

６．スピードメーターをスピードメーターステーに固定します。取り付け
　　はラバーマウントで取り付けますので、図を参考に取り付けて下さい。

　　スピードメーターケーブルに、メーターを取り付ける前に、メーター
　　ケーブルの取り付け位置を変更します。
　　写真を参考にし、ガイド、ブレーキケーブルの外側にスピードメー　
　　ターケーブルを通します。
　※フロントブレーキパネルからメーターケーブルを取り外す際はサービ
　　スマニュアルを参照し、行って下さい。

スピードメーターの取り付け
１．フロントインナーカバーを固定してあるスクリュー４本を緩め、爪２

　　箇所をフロントカバーから外し、フロントインナーカバーを取り外し
　　ます。

２．ウインカー及びヘッドライトのコードを固定してあるフロントカバー
　　付属のワイヤバンドを外し、ウインカーコネクターとヘッドライトカ
　　プラの接続を外します。

３．ヘッドライトブラケット固定ボルト３本と、フロントカバー固定スク
　　リュー２本を外し、ヘッドライトブラケット及びフロントカバーを取
　　り外します。

４．メーターの３Ｐ白カプラ及び黒色コードの接続を外し、メーターを外
　　します。
５．ＺＯＯＭＥＲ（ＡＦ５８―１０００００１～の場合）
　　キット付属のサブコードを使用し、下記の表に従ってメーターに接続

　　します。
　　車両側の赤とメーター側の赤をエレクトロタップを使用し、接続しま
　　す。

ワイヤー
　バンド

　　ＺＯＯＭＥＲ（ＦＩ）の場合
　　車両メインハーネス若しくは純正メーター側ハーネスを使用し、キッ
　　ト付属のエレクトロタップを利用してメーターの配線を接続します。

ワッシャ
メーター本体

ナット（メーター付属）

メーターステー

メータークッションラバー

メーターマウントカラー

スピードメーターケーブル

図Ａ 図Ｂ

ケーブル

溝

マッドガード

エレクトロタップの接続方法

①接続しようとするコードを
　それぞれエレクトロタップ
　の溝に合わせ、位置決めを
　し（メーター側の配線を　
　しっかりストッパーに当て
　て下さい。）

③次に接続端子がついて
　いる方を折り返して下
　さい。プライヤーなど
　で完全にロックするま
　でしっかりと押さえて
　下さい。

②⇒部分から折り返して下
　さい。
　これでコードが仮止めさ
　れます。

車両ワイヤー
ハーネス

ストッパー

メーターハーネス

接続端子

接続完了

① ② ③

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９

お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　 ０７２１―２５―８８５７

URL http://www.takegawa.co.jp
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